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夏休みが終わりました 

 暑さに加えて長雨があった令和3年の夏でした。オリンピックやパラリンピックで日本人選手の

活躍がある一方で、新型コロナウイルス感染症の拡大が収まらずに再び緊急事態宣言の発令となり

ました。８月下旬から授業を再開する他の市町の学校では、感染症対策のために夏休みを延長した

りリモート授業を始めたりした学校があります。瑞穂市では、予定通りに９月１日から授業再開し

ましたが、１日は午前授業で給食なし、２日と３日は分散登校になりました。９月６日（月）から

８日（水）は４時間授業・給食後に下校、９日（木）より通常授業の予定です。今後の感染症の状

況によって、日程などが変更になる場合は、メールなどで連絡いたします。 

 

西小が変身 夏休みの間に変わりました   

（その１）ソーラーパネルを取り外しました 

校舎の屋上に設置してあった発電用ソーラーパ

ネルが、６月１６日の強風で一部が外れていまし

た。このソーラーパネルは地域の方のご寄付をい

ただいて設置したもので、老朽化したことと故障

により、長く発電をやめていました。今回の破損

によって落ちないように固定してありましたが、８月に入りすべてのパネルを外しました。骨組み

は今後に取り壊し予定です。 

（その２）音楽室キーボード用の整理棚ができました 

 新型コロナウイルス感染症対策として、鍵盤ハーモニカやリコーダーが使

えないときのために、昨年度に小型キーボード４５台を寄付していただきま

した。その保管用として、校長先生が手作りで棚を作ってくださいました。

音楽の授業などで利用する予定です。 

（その３）各教室にサーキュレーターが入りました 

 瑞穂市教育委員会から、各教室に２台ずつサーキュレーターを入れていた

だきました。新型コロナウイルス感染症対策用です。感染のリスクを減らす

ため、室内の空気を屋外に出すように、換気をこれまで以上に強化します。

また、効率的に冷暖房を行う役割も兼ねて利用していきます。 

（その４）手洗い場の水道がレバー式になりました 

 教室前の手洗い場水道をレバー式に交換しました。これも、新型コロナウ

イルス感染症対策の一環として、全校の皆さんが毎日行う手洗い後に、なる

べく清潔な手の状態が保てるように、腕やひじなどで水道の操作ができるよ

うに取り替えました。上手に使って、ウイルス等をやっつけましょう。 

 

 これからも西小学校は、感染症対策として必要なことを進めていきます。 


